
おきさきさまは、いちどにいわ

れました 「ところが、それが。

ちっとも、きみがわるくないの

です。ひがしのほうのかべに、

ならんでいるくもは、みんなこ

がねいろで、にしのほうのは、

すっかりしろがねいろなので

す。そのぴかぴかひかって、う

つくしいこと。そうして、こが

ねいろのくものおしりからは、

こがねいろのいとが、でている

し、しろがねいろのくものおし

りからは、しろがねいろのいと

が、でているのを、ふたりのじ

ょちゅうが、ひとりずつ、いと



ぐるまにかけて、ぶーんぶーん

とよって、いとをつくっている

のです。まぶしくて、きれいだ

ったこと 「ふーむ。それはふ」

しぎなことだな 「まだ、ふし」

ぎなことがあるのです。そのい

とをまきつけた、いとまきが、

だんだんおおきくなってきます

と、そのいとのひかりで、へや

じゅうがまひるのように、あか

るくなります。あたしは、あま

りのふしぎさにびっくりして、

おもわずそとから、そのいとを

どうするのと、たずねました」

「そうしたら、なんとへんじを



したの」と、おきさきさまが、

おたずねになりました 「とこ。

ろが、へんじをしないのです」

「どうして 「ふたりのじょち」

ゅうは、びっくりして、あたし

のほうをみました。そ


